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会長挨拶 幹事報告 

2011-12 

(1)本日の例会の前に第９回理事会が開催されました。 

  承認された事項をお伝え致します。 

  ①５月度例会の事業計画案が承認されました。 

  ②新会員予定者３名が承認され、本日より公示させ

ていただきます。 

  ③塩田会員より退会届が提出され３月末日をもって

退会が承認されました。 

(2)３月１９日に浜松RCの２５周年記念式典が開催され、

会長、幹事が出席してきました。式典の後５カ国の子供

たちによるミュージカルが開催され、とても盛況でした。      

出席 94名中54名57.45% 

 前々回修正出席率80.4% 

スマイル報告  

 
 
 
 
 

 

委員会報告 

佐野章二様、本日の卓話ありがとうございました。 

ホームレスの人たちに、ただ金品を与えるのではなく、

自立を促す仕組みは、グラミン銀行のマクロファイナン

スと同じですね。まさに我々ロータリアンの精神と活動

に通じるものがあり、大変参考になりました。 

会員の皆さん、本日販売している書籍と雑誌を是非購

入して下さい。佐野さんの会社が今年も黒字で決算が

迎えられるように、協力をお願い致します。ビッグイ

シュー日本の今後の発展をお祈りいたしております。 

小澤邦比呂：佐野章二様、本日の御講演あ

りがとうございましたロータリークラブも職業

奉仕というテーマがあります。我々も企業人

として雇用をつくり出しているわけですが、

地域雇用の増大に関して一段階レベルをあ

げた視点で考える必要があるように思えま

す。本日はそんな機会を頂いたことに感謝

申し上げます。ありがとうございました。 

土屋公良：３月７日、父が急性大動脈解離で

８時間半にも及ぶ緊急手術となりましたが、

おかげさまで手術は成功し、今は、一般病

棟に移り少しづつではありますが回復してい

ます。明日、父の８９歳の誕生日です。病気

治療中の父ではありますが、家族みんなで

祝えることを大変嬉しく思っています。来年

は、元気な父を囲んで卒寿を迎えたいです。

医療関係の皆様、日々大変でしょうが、これ

からも身体に気を付けて多くの人を救ってく

ださい。 

 

 
 
 
 

 

  
 
 

奉仕PL:堀内善弘さん 

10周年記念イベントの新しいチラシ（赤

のデザイン）が、４月上旬に刷り上がりま

す。今後、マスコミを通じての事前案内も

行って参ります。集客については、ロータ

リアン一人一人の行動にも期待するもの

です。 

皆さん、協力をよろしくお願い申し上げま

す。 
 

 

パスト会長～次々年度会長が塩田さんの送別会で3月22日に集合 

左上から 

松本次エレクト、小澤次会長、坂井会長、小粥第7代会長、髙木第6代会長 

金山第3代会長、塩田第2代会長、秋山初代会長、鈴木和第4代会長 

小澤次年度会長の乾杯の音頭で懇親

会が開かれました 

4月1日入会の中野雄介さん 
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第３回講演会　　(有）ビッグイシュー日本代表
佐野章二氏「ホームレス自立支援」

議事卓話 
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講演者プロフィール 

佐野章二（さのしょうじ） 

有限会社ビックイシュー 

日本代表・ＣＥＯ 

１９４１年大阪生まれ 

都市・地域の調査、計画の仕事を経て２００３年５月より現職。ＮＰＯ法

制定に関する基礎調査をはじめ、仙台、神戸、広島等のＮＰＯ活動支

援センターや、阪神淡路大居震災時には三つの応援組織立ち上げを

支援。 

２０００年からは、ビジネスによる社会問題の解決を提案。 

２００３年９月ホームレス支援雑誌「ビッグイシュー日本版」を創刊。 

２００３年１２月より東京で発売開始、以降販売エリアは全国に広がって

いる。現在月２回、１８６号まで発行。 

「ビッグイシュー」販売者であるホームレスの人たちが、雑誌を購入する

若者たちから寄せられた悩みへ回答し、その悩みを癒す料理のレシピ

が掲載されたユニークな一冊「世界一あたたかい人生相談―幸せの人

生レシピ」をプロデュース 

ビッグイシューを応援されている 

犬丸さん夫妻 

Ｔｈｅ Ｂｉｇ ＩＳＳＵＥ 

私は有限会社ビッグイシューを経営してまして、このビッグイシュー 

という本をホームレスの人たちに３００円で売ってもらっています。 

彼らには1冊１４０円で仕入れてもらいますので、１冊で１６０円の 

収入が入るようになっております。一番最初は１０冊は無料で差 

し上げてますので、最初に３０００円の元手ができるようになって 

おります。これを回していくことで、生活できるようになっておりま 

す。ホームレスには食べ物やお金を上げるという緊急支援も確か 

に重要ですが、明日につながる支援が必要です。それは働くチャ 

ンスを与えることなのです。大体、1人が１日２０～２５冊を売りま 

すので、３６００円程度が収入となります。日当としては低いです 

が、路上生活から逃れられ、もう少し売れるようになれば、貯金 

ができるようになり、そうすれば住所を持てるようになって、就職活動ができるようになります。 

私はこのビジネスだけでなくＮＰＯ法人ビッグイシュー基金を作りました。仕事を失って、収入がなくなり家賃が

払えなくなって生活が不安定な上に相談者がいない人がホームレスになってしまいます。そうなると、酒やギャ

ンブルに走り、アルコール依存症に陥ります。そのような人たちは本売りの商売はできませんので、この基金で

助けていくようにしています。私がこの事業を始めまして９年ですが、８年間を集計しましたところ１１８０人が参

加して、１４６人が卒業（就職）しています。 

ビッグイシューの事業には 

７つの壁：①偏見、②労働、③資金、④技術、⑤販売、⑥規制、⑦経営 

4重苦：①若者の活字離れ、②路上販売の文化がない、③情報はタダの時代、④ホームレスからは買わない 

これらを乗り越えてホームレスが自立でき役に立てる世界を作る支援をこれからもすすめていきたいと思って

おります。 


